
３ 介護人材の需給推計

推計の趣旨

高齢化の進行により介護ニーズが増加する中、介護人材を安定的に確保するこ

とが必要です。

このため、本県において将来必要となる介護職員の需要数・供給数の推計を行

い、中長期的な視点で介護人材の確保・育成に向けた取組を推進します。

介護職員の需要・供給の推計

ア 推計対象

介護保険施設・事業所に勤務する介護職員を推計の対象とします。

イ 推計結果

近年における介護労働市場等の状況に基づき推計した場合、平成

年においては、 人の介護職員の不足が見込まれます。

【表 】介護職員の需要・供給の推計

（注）１ 需要推計については、市町が推計した介護サービス利用見込者数に介護職員の配置率（サービ

ス利用者に対する介護職員数）を乗じて推計。

２ 供給推計については、離職率、離職者の介護分野への再就職率、入職者数を予測し、推計。

３ 介護職員数は実人数で推計。

区　分 ①需要推計 ②供給推計
 介護職員
の不足数

（①－②）

 平成27年
（2015）

25,336 人 25,336 人

 平成32年
（2020）

30,343 人 27,891 人 2,452 人

 平成37年
33,196 人 29,487 人 3,709 人
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